
 

 

まどが浜海遊公園駐車場の夜間閉鎖の社会実験の結果について 

 

１ 趣旨 

  まどが浜海遊公園の適正な利用を図るため、駐車場の夜間閉鎖（午後５時

～翌朝８時 30 分）の社会実験を平成 29 年 12 月 14 日～22 日の９日間で実施

した。 

 

２ 社会実験の実施結果 

閉鎖及び開放作業は、駐車場入口に設置してある車止めにより、下田市振興

公社（維持管理業務受託者）が行った。閉鎖 30 分前より下田市の広報車で公

園利用者に夜間閉鎖の呼びかけを行うとともに、夜間閉鎖のチラシの配布、ホ

ームページ等による広報を行い、社会実験は特に問題もなく終了した。 

 

（参考）閉鎖時間中に公園駐車場に駐車していた車両台数 

 12/14 15 16 17 18 19 20 21 22 平均 

台数 ３ ６ ２ ６ １ １ ３ ３ １ 2.9 

 

３ アンケート調査及び関係団体等からの意見聴取 

平成 29 年 12 月 14 日～平成 30 年１月 10 日の期間に、県下田総合庁舎、下

田市役所、公園管理棟にアンケートボックスを設置するとともに、12月 15日、

17日の２日間に公園利用者から直接アンケートを実施した。 

あわせて、関係団体等から意見を伺った。 

 

４ アンケート調査の結果（別紙１－２） 

・271人からアンケートの回答が得られた。 

・駐車場利用の目的として、散歩、犬の散歩、子供と遊ぶなどの目的が 60％。 

・待ち合わせ、近隣施設の利用、宿泊などのその他の利用が 12％。 

 ・利用時間は、午前８時 30分から午後５時までの利用が 69％。 

・夜間閉鎖への意見として、反対意見が 56％であり、うち「利用時間の延長」

を希望する意見が反対意見の 56％（全体の 23％）、「有料化」などを提案す

る意見が反対意見の 15％（全体の９％）であった。 

 なお、公園での直接アンケートの結果では賛成、反対はほぼ同数であった。 

・公園については、「このままでよい」、「遊具がほしい」との意見が多かった。 

 

５ 関係団体等からの主な意見等 

・今回の社会実験では、閑散期のため、道の駅への影響はなかった。夏休み、

ＧＷなど繁忙期については影響があるか心配である。 

・夜間閉鎖より有料化の方がよい。 

・大型バスなどまどが浜の駐車場が使用できないと困る。 
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